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＜原　著＞ 

問題と目的

　 社 交 不 安 障 害（Social Anxiety Disorder: 
SAD）は「恥ずかしい思いをするかもしれな
い社会的場面または行為場面に対する顕著で持
続的な恐怖」として特徴づけられる疾患である 
（American Psychiatric Association ［APA］, 2000）。
SAD患者は恐怖状況に直面したり，そのよう
な状況をイメージしたりすると様々な症状を示
すため （Clark & Wells, 1995），恐れる社会的状
況においては，不安を和らげるために様々な回
避行動を行っているが，こうした回避行動を
行う程度が増えることは SADを助長する要因
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要　約
　本研究では，SADにおいて最も不安を喚起するスピーチ場面を設定し，社交不安傾向者において，内
潜的・外顕的な回避行動と体験の回避がどのように関連してスピーチパフォーマンスの低下に影響して
いるのかについて検討することを目的とした。社交不安傾向者である 22名の大学生を対象に実験を行
い，各尺度間の関連を検討した結果，体験の回避を行っている程度が高い場合において，内潜的・外顕
的な回避行動は，スピーチパフォーマンスの低下につながる機能を持つ可能性が示された。一方で，体
験の回避を行っている程度が低い場合には，内潜的・外顕的な回避行動は，必ずしもスピーチパフォー
マンスの低下につながるわけではないという可能性が考えられる。本実験では人数が十分ではなく有意
な結果がほとんど得られなかったため，今後は本実験で見られた関連について，参加人数を増やして再
検討することが必要である。
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となることが示されている （APA, 2000）。SAD

患者が行う回避行動には，社会的場面の種類に
よって様々な行動が見られるが，その内容から
主に内潜的な行動と外顕的な行動に分類できる
と考えられる。
　内潜的な回避行動としては，社交不安場面
において生じる不安やそれに伴う考えを避け
ようと意図して行う内潜的な行動であり，不
安を考えないようにするという思考抑制が代表
的である。思考抑制とは，様々な事柄に対して
自分の思考や感情を制御しようとし，その時の
自分の状況に対して不適切な思考や感情を消去
しようとする行動を指す。つまり，思考抑制
を代表とする内潜的な回避行動は，SAD患者
が恐れている社会的状況において生じる感情や
思考が減少すると信じて行っている行動であ

早稲田大学臨床心理学研究　第 15 巻　第 1号，53 ～ 63 頁

再校＿本文.indd   53 2016/01/06   14:20:45



早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研 究　第 15 巻　第 1号

―54―

り，その結果実際に減少するのかどうかについ
ては注目していないと考えられる。しかし，不
快な感情についての思考を積極的に抑制しよ
うとすると，逆に不快な感情が高まり （Wegner 
& Erber, 1992），長期的には望まない思考の
頻度を増やしてしまうことが多く，有効では
な い （Beevers, Wenzlaff, Hayes, & Scott, 1999; 
Wegner, Schneider, Carter, & White, 1987）。その
ため，思考抑制は多くの精神疾患の発症，維持
との関連が示唆されている （Marcks & Woods, 
2007）。
　一方，外顕的な回避行動としては，恐怖
場面内での安全確保行動が注目されている 
（Salkovskis, 1991）。これは，恐れている社会的
場面にいつづけながら，破局的な結果が起こ
らないように行う行動のことである （岡島・金
井，2007）。不安を感じていることが他の人に
気づかれないように不安症状を隠す，または恥
をかいたり，恥ずかしい思いをしたりするこ
とを避けるために用いられる （Clark & Wells, 
1995）。こうした安全確保行動が，SADを維持
する要因となっていることがこれまでに指摘
されている （Clark & Wells, 1995; Wells, Clark, 
Salkovskis, Ludgate, Hackmann, & Gelder, 1995）。
　アクセプタンス＆コミットメント・セラピー 
（Acceptance & Commitment Therapy: ACT）で
は，内潜的行動 （言語行動） と外顕的行動の相
互連関に注目しており，その両者に関わる体験
の回避が SADの維持・悪化につながるとして
いる （Luoma, Hayes, & Wasler, 2009）。体験の
回避とは，ある人が否定的に評価された身体感
覚，感情，思考，心配，記憶などの特定の私的
出来事を，避けたり，抑制したり，もしくは
それらの私的出来事やそれを引き起こす文脈
の形態や頻度を変えようとする試みや努力 （行
動的プロセス） のことを指す （Hayes, Wilson, 
Gifford, Follette, & Strosahl, 1996）。ACT は，
体験の回避の実用性，特に長期的効果に疑問

を投げかけており （Hayes, Strosahl, & Wilson, 
1999），体験の回避が精神的苦痛，不快感を増
大させ，時に治療の妨げとなると報告されて
いる （Feldner, Zvolensky, Eifert, & Spira, 2003）。
これは，体験の回避が，短期的に見ると一時的
に問題を解決するように思えるが，長期的には
行動レパートリーの縮小につながるためである 
（Harris, 2009）。つまり，体験の回避は，否定
的に評価された私的出来事を避けようと試みた
結果，一時的に精神的苦痛が和らぐ行動的プロ
セスであるといえる。さらに，体験の回避は，
外顕的な行動，内的な言語行動，あるいはこ
の 2つの組み合わせなどの様々な行動連鎖の形
態をとりうると考えられている （Luoma et al., 
2009）。そのため，先述した内潜的な回避行動，
および外顕的な回避行動は，体験の回避の形態
に含まれると考えられる。特に，内潜的な回避
行動は，恐怖場面での思考や感情を消去しよう
として行っているため体験の回避と共通点が大
きいが，その結果実際に減少していたかについ
ては注目していないと考えられる点からは，体
験の回避と区別されると考える。
　回避行動は社会的場面によって異なり，また
個人差もあるが，SADにおいて最も不安を喚
起する社会的状況として，スピーチ場面が報告
されている （Stein, Baird, & Walker, 1996）。ス
ピーチ場面における思考抑制もしくは安全確保
行動は，スピーチパフォーマンスの低下につな
がる要因であることが明らかにされており （大
月・松下・井手原・中本・田中・杉山 , 2008; 
野村・嶋田 , 2007），内潜的・外顕的な回避行
動はスピーチパフォーマンスの低下と関連する
と考えられる。また，SADの維持・悪化の要
因であり，内潜的・外顕的な回避行動に共通す
る行動的プロセスである体験の回避もスピーチ
パフォーマンスの低下に影響していると考えら
れるが，従来の研究で示されているスピーチ場
面における内潜的・外顕的な回避行動との関
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連，およびスピーチパフォーマンスの低下にど
のように影響しているのかについては，十分に
明らかにされていない。そのため，本研究で
は，従来の研究においてスピーチ場面でスピー
チパフォーマンスの低下につながるとされる内
潜的・外顕的な回避行動と体験の回避との関連
に注目して検討することを考えた。SADにお
いて，スピーチパフォーマンスの低下につなが
る上記の要因について，その関係性を明らかに
することで，よりパフォーマンスの向上につな
がる効果的な介入が出来ると考えられる。
　社交不安に関連した従来の研究の多くで一般
の大学生を対象としており，SAD患者を対象
とした研究と同様の結果を得られていることか
ら （笹川・金井・陳・坂野 , 2013），本研究で
は一般大学生における社交不安傾向者を対象と
することとした。よって，本研究では，スピー
チ場面を設定し，社交不安傾向者において，内
潜的・外顕的な回避行動と体験の回避がどのよ
うに関連してスピーチパフォーマンスの低下に
影響しているのかについて，実験的に検討する
ことを目的とする。

仮説

　本研究では，以下の仮説を検証することとす
る。
仮説 a：内潜的な回避行動，外顕的な回避行動，
体験の回避は相互に関連があり，内潜的・外顕
的な回避行動と体験の回避のそれぞれがスピー
チパフォーマンスの低下に影響している。
仮説 b：内潜的・外顕的な回避行動は，体験の
回避と共通する機能を持つ場合の方がその機能
を持たない場合よりも，スピーチパフォーマン
スの低下につながる。

方法

実験参加者
　早稲田大学に通学する学生において実験参加
者を募集し，実験参加の同意が得られた 26名 
（男性 9名，女性 16名，年齢 19.96 ± 1.28歳） 
を実験参加者とした。
測度
① Liebowitz Social Anxiety Scale 日 本 語 版 
（LSAS-J：朝倉・井上・佐々木・佐々木・北
川・井上・博田・伊藤・松原・小山 , 2002）：
社交不安の臨床症状を測定する。社交不安症状
を呈しやすいとされる 24の状況に対する「恐
怖感 /不安感」と「回避」の程度を測定する尺
度である。48項目から構成されている。「恐怖
感 /不安感」下位尺度は，0 （まったく感じない） 
～ 3 （非常に強く感じる） の 4件法，「回避」下
位尺度は，0 （まったく感じない） ～ 3 （回避す
る［確率 2/3以上または 100%］） の 4件法で回
答を求めた。得点が高い程，社交不安傾向が高
いことを表す。
② スピーチ中の体験の回避を測定する尺度 
（岩田・川井・熊野 , 2014）：文献をもとに，体
験の回避が起こりうるスピーチ場面と，そこで
体験され回避の対象になる可能性の高い私的出
来事をリストアップし，ACTを専門とする教
員・大学院生・大学生複数名によって項目を整
理した質問紙である。スピーチ中に生じると考
えられる否定的に評価された私的出来事につい
て，その私的出来事を避けようと意図して実行
した程度と，その直後に該当の私的出来事の
影響性が減少した程度を測定する。「形態」と
「機能」の下位尺度から構成される 6項目の尺
度である。「形態」下位尺度は，スピーチ中に
それらの状態をどの程度感じないように避け
ようとしたかについて，1 （全くない） ～ 4 （非
常に多く避けようとした［割合 2/3以上，また
は 100%］） の 4件法，「機能」下位尺度は，そ

再校＿本文.indd   55 2016/01/06   14:20:46



早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研 究　第 15 巻　第 1号

―56―

の結果そうした状態がどの程度減ったかについ
て，1 （全くない） ～ 4 （非常に多く減った［割
合 2/3以上，または 100%］） の 4件法で回答を
求めた。個々の項目について両下位尺度の合計
を項目得点とし，全項目の項目得点の合計を尺
度得点とした。尺度得点が高い程，スピーチ中
に行っていた体験の回避の程度が高いことを表
す。
③ 内潜的な回避行動を測定する尺度：先行研
究で，社交不安傾向が高い人においてスピーチ
中によく見られる内潜的な行動をもとに，予備
実験での内省報告をふまえて項目を作成した。
項目について，ACTを専門とする教員・大学
院生・大学生複数名によって内容的妥当性を検
討した，自己報告式の質問紙である。スピーチ
中に感じる不安が下がると信じて不安を避ける
ために行っている行動の程度を測定しており，
その行動によって不安が変化したかについては
評価していない。４項目から構成されており，
1 （まったくない） ～ 7 （とても多い） の 7件法
で回答を求めた。得点が高い程，スピーチ中に
行っていた内潜的な回避行動が多いことを表
す。項目内容を Table 1に示した。
④ 外顕的な回避行動を測定する尺度：岡島・
金井 （2006） の研究をもとに，恐怖場面内での
安全確保行動のうちスピーチ中に見られると考
えられる行動から項目を作成し，ACTを専門

とする教員・大学院生・大学生複数名によって
内容的妥当性を検討した尺度である。スピーチ
場面を録画したビデオをもとに他者評定で評価
する。評定は 3名で行い，その平均を得点とし
た。5項目から構成されており，1 （まったく
ない） ～ 7 （とても多い） の 7件法で回答を求
めた。得点が高い程，スピーチ中に行っていた
外顕的な回避行動が多いことを表す。項目内容
を Table 1に示した。
⑤ Visual Analogue Scale （VAS）：主観的な不安
感を不安と緊張の両側面から測定する。不安ま
たは緊張をどの程度感じたかについて，0から
100点で得点化した。得点が高い程，測定時の
不安または緊張が高いことを表す。実験前とス
ピーチ前に測定し，不安喚起刺激が有効に働い
ていたかを確認するために用いる。
⑥ Behavior Assessment of Speech Anxiety日本
語版 （BASA：根建 , 1989）：スピーチ場面での
不安の程度を録画したビデオをもとに行動的側
面から他者評定する。スピーチ課題中の被験者
の状態に関する 15項目から構成されており，
-5～ +5の 11件法で回答を求めた。得点が低
い程，行動的側面から評価するスピーチ中の不
安が高いことを表す。本研究では，スピーチパ
フォーマンスを測定する指標として用いた。評
定は 3名で行い，その平均を尺度得点とした。 
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実験手続き
　参加者は単独で実験室を訪れ，実験者は 1

名で行った。実験に関する十分な説明を行い，
実験参加の同意が確認されたのち，現在の主
観的な不安感を VASによって測定し （Base），
LSAS-Jへの回答を求めた。スピーチ内容の説
明では，不安喚起刺激として，テーマはスピー
チの直前に伝えられること，スピーチ場面はビ
デオに録画され行動療法の権威に評価されるこ
とを教示した後，「自分自身の長所と短所につ
いて」というテーマを提示した。スピーチの準
備時間として 2分間設けた後，現在の主観的な
不安感を VASによって測定し （Pre），スピー
チを行った。先行研究 （巣山・大月・伊藤，
2012） を参考にスピーチ時間は 3分とした。ス
ピーチ終了後，スピーチ中の体験の回避を測定
する尺度，内潜的な回避行動を測定する尺度へ
の回答を求めた。実験の流れを Figure 1に示し
た。
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倫理的配慮
　実験にあたり，一時的に不快感を伴う可能性
があること，個人情報の取り扱いに配慮するこ
と，いつでも実験を中断し辞退できることにつ
いて説明し，実験参加への同意を得た。なお，

本実験は事前に早稲田大学「人を対象とする研
究に関する倫理委員会」へ申請し，承認を得た
上で実施した （承認番号 2013-052）。
分析方法
　内潜的な回避行動を測定する尺度，外顕的な
回避行動を測定する尺度，スピーチ中の体験の
回避を測定する尺度，BASAの各尺度間のスピ
アマンの順位相関を検討した。また，各尺度間
の相関に体験の回避の程度が関連しているかど
うかを検討するため，体験の回避の得点によっ
て高群・低群に群分けし，各群における各尺度
間の順位相関を検討した。

結果

　対象者を社交不安傾向者としたことから，実
験参加者のうち，LSAS-Jの得点が 30点未満で
あった 4名を除外し，22名 （男性 8名，女性
14名，年齢 19.68 ± 0.99歳） を対象に分析を
行った。本研究の実験で得られた各変数の平均
値および標準偏差を Table 2に示した。
　さらに，分析において，スピーチ中の体験の
回避を測定する尺度の得点が平均 +0.5SDだっ
た者 （男性 2名，女性 5名，年齢 19.86 ± 1.07歳） 
を体験の回避の高群，得点が平均 -0.5SDだっ
た者 （男性 3名，女性 4名，年齢 19.14 ± 0.69歳） 
を低群とした。体験の回避を測定する尺度の高
群・低群における各変数の平均値，標準偏差を
Table 2に示した。
操作チェック
　VASによって測定した主観的な不安感にお
いて，不安喚起ができていたかを確認するた
め，不安感・緊張感をそれぞれ従属変数，時期 
（Base・Pre） を独立変数とする対応のある t検
定を行った。その結果，不安感は Baseに対し
て Preで得点が有意に上がっており，緊張感も
Baseに対して Preで得点が有意に上がっていた 
（不安感 : t （21） = 6.45, p < .001，緊張感 : t （21） 
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= 7.84, p < .001）。スピーチ課題前は，実験前
と比較して有意に不安と緊張が高いことが確認
されたため，不安喚起刺激は有効に働いていた
と考えられる。
各尺度間の相関の検討
　スピーチ中の体験の回避を測定する尺度，内
潜的な回避行動を測定する尺度，外顕的な回避
行動を測定する尺度，および BASAにおいて，
各尺度間の関連を検討するため，スピアマンの
順位相関係数を算出した （Table 3）。
　その結果，BASAは外顕的な回避行動 （r = 
-.43, p < .05） との間に有意な中程度の負の相関
を示した。その他の尺度は，BASAとは有意な

相関を示さなかった。また，体験の回避は，内
潜的な回避行動との間に有意ではないものの弱
い負の相関を示したが （r = -.33, n. s.），外顕的
な回避行動との間には相関は示されなかった 
（r = -.11, n. s.）。内潜的な回避行動と外顕的な
回避行動との間にも，相関は示されなかった （r 
= .02, n. s.）。
体験の回避の高群・低群における相関の検討
　次に，各尺度間の相関に体験の回避の程度が
関連しているかどうかを検討するため，スピー
チ中の体験の回避を測定する尺度の高群，低群
ごとに各尺度間のスピアマンの順位相関係数を
求めた。算出した結果を Table 4に示す。

Table 2 ྛኚᩘࡢᖹᆒ್㸪ᶆ‽೫ᕪ 
 

 ඲ࢱ࣮ࢹ (N = 22) య㦂ࡢᅇ㑊ࡢ㧗⩌ (N = య㦂ࡢᅇ㑊ࡢప⩌ (N = 

 M SD M SD M SD 

LSAS-J 57.59 16.40 63.71 20.61 52.17 16.94 

య㦂ࡢᅇ㑊 15.68 7.78 24.57 3.51 6.57 2.64 

ෆ₯ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ 13.05 3.08 12.57 4.08 14.33 1.86 

እ㢧ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ 18.64 3.10 17.05 3.09 18.72 2.24 

BASA 3.12 18.23 3.90 18.28 8.94 18.14 

VAS ୙Ᏻឤ 25.82 21.69 30.14 19.14 24.50 31.54 

VAS(୙Ᏻឤ)Pre 57.00 25.94 58.29 23.96 46.50 29.98 

VAS ⥭ᙇឤ 27.05 20.62 35.57 17.83 13.17 13.29 

VAS ⥭ᙇឤ(Pre) 61.38 24.89 72.86 17.78 44.00 32.14 

 
Table 3� ྛᑻᗘࡢ┦㛵 (N = 22) 

 

 య㦂ࡢᅇ㑊 
ෆ₯ⓗ࡞ᅇ㑊⾜

ື 
እ㢧ⓗ࡞ᅇ㑊⾜

ື 
BASA 

య㦂ࡢᅇ㑊 - -.33 -.11 -.07 
ෆ₯ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື  - -.02 .10 
እ㢧ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື   - -.44* 

BASA    - 
* p < .05     

7) 7)

動

動
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　その結果，体験の回避の高群においては，
BASAは有意ではないが，内潜的な回避行動 （r 
= -.43, n. s.），および外顕的な回避行動 （r = -.41, 
n. s.） との間にいずれも中程度の負の相関を示
した。また，内潜的な回避行動と外顕的な回避
行動との間にも，有意ではないが弱い正の相関
が見られた （r = .20, n. s.）。一方，体験の回避
の低群においては，BASAは有意ではないが，
内潜的な回避行動とは弱い正の相関 （r = .29, n. 
s.），外顕的な回避行動とは弱い負の相関を示
した （r = -.20, n. s.）。また，内潜的な回避行動
と外顕的な回避行動との間には，有意ではない
が中程度の負の相関 （r = -.66, n. s.） を示した。 

考察

　本研究の目的は，スピーチ場面を設定し，社
交不安傾向者において，内潜的・外顕的な回避
行動と体験の回避がどのように関連してスピー
チパフォーマンスの低下に影響しているのかに
ついて，実験的に検討することであった。具体
的には，相関分析を用いて，内潜的・外顕的な
回避行動と体験の回避を測定する尺度，およ
びスピーチパフォーマンスの指標である BASA

との関連を検討した。

各尺度間の相関の検討
　実験参加者全体を対象に行った相関分析にお
いて，BASAは外顕的な回避行動とは有意な中
程度の負の相関を示したが，体験の回避，内潜
的な回避行動との間には有意な相関は示されな
かった。したがって，スピーチパフォーマンス
の低下には，体験の回避や内潜的な回避行動で
はなく外顕的な回避行動のみが関連することが
示唆された。上記結果は，内潜的・外顕的な回
避行動と体験の回避のそれぞれがスピーチパ
フォーマンスの低下に影響するという仮説 aを
支持しないものであった。本研究では，スピー
チパフォーマンスを他者評定により評価したた
め，同じく他者評定で評価した外顕的な回避行
動を測定する尺度とは，他の尺度と比べて高
い相関を示した可能性が考えられる。また，内
潜的な回避行動と外顕的な回避行動との間には
有意な相関は認められず，仮説 aの内潜的な回
避行動と外顕的な回避行動は相互に関連がある
という点についても，支持されない結果となっ
た。さらに，体験の回避は内潜的な回避行動と
外顕的な回避行動との間にも有意な相関が認め
られなかったことから，この点についても仮説
に反する結果となった。

Table 4� య㦂ࡢᅇ㑊 (㧗⩌࣭ప⩌) ྛࡿࡅ࠾࡟ᑻᗘ㛫ࡢ┦㛵 
 

య㦂ࡢᅇ㑊㧗⩌ (N = 7) 
 ෆ₯ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື እ㢧ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື BASA 

ෆ₯ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື - .20 -.43 
እ㢧ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື  - -.41 

BASA   - 
య㦂ࡢᅇ㑊ప⩌ (N = 7) 

 ෆ₯ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື እ㢧ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື BASA 
ෆ₯ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື - -.66 .29 
እ㢧ⓗ࡞ᅇ㑊⾜ື  - -.20 

BASA   - 

⪃ᐹ�

ྛᑻᗘ㛫ࡢ┦㛵᳨ࡢウ 

య㦂ࡢᅇ㑊ࡢ㧗⩌࣭ప⩌ࡿࡅ࠾࡟┦㛵᳨ࡢウ
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体験の回避の高群・低群における相関の検討
　次に，体験の回避の程度が各尺度間の関連に
影響している可能性を検討するため，体験の回
避の得点によって高群・低群に群分けして相
関分析を行った。その結果，有意ではなかっ
たものの，高群では，BASAは外顕的な回避行
動，内潜的な回避行動のそれぞれと中程度の負
の相関を示し，その値は低群と比べていずれも
大きくなっていた。そのため，体験の回避の高
群では，仮説 bの「内潜的・外顕的な回避行動
は，体験の回避と共通する機能を持つ場合の方
がその機能を持たない場合よりも，スピーチパ
フォーマンスの低下につながる」という点につ
いて，支持される可能性が示された。このこと
から，体験の回避の程度が，内潜的・外顕的な
回避行動と BASAとの関係性に影響している
可能性が示唆された。つまり，体験の回避を
行っている程度が高い場合には，内潜的・外顕
的な回避行動は，スピーチパフォーマンスの低
下につながる機能を持つ可能性があると考えら
れる。一方で，体験の回避を行っている程度が
低い場合には，内潜的・外顕的な回避行動は，
必ずしもスピーチパフォーマンスの低下につな
がるわけではないという可能性が考えられる。
また，仮説 bが支持される可能性が示されたこ
とで，内潜的・外顕的な回避行動は，体験の回
避と共通する機能を持つ場合において，体験の
回避と概念的な差異が不明瞭となっている可能
性が挙げられる。本研究では，先行研究をもと
に SAD傾向者においてスピーチ場面で見られ
た行動から内潜的・外顕的な回避行動の尺度を
作成しており，体験の回避と明確に区別するこ
とは目的としていなかったが，今後は内潜的・
外顕的な回避行動と体験の回避との差異につい
ても注目し，検討する必要があると考えられ
る。
　また，外顕的な回避行動は，全体における相
関分析でも，体験の回避によって群分けした場

合でも BASAとの間に弱い～中程度の負の相
関 （全体の分析のみで有意） が示された。さら
に，体験の回避の低群では，外顕的な回避行動
は内潜的な回避行動との間に中程度の負の相関
が認められた。したがって，今回取り上げた外
顕的な回避行動とスピーチパフォーマンスとの
関連は，体験の回避の高低によっては大きな影
響を受けない可能性が考えられる。
　一方，体験の回避の低群においては，有意
ではなかったが，内潜的な回避行動は BASA

と弱い正の相関を示し，外顕的な回避行動は
BASAと弱い負の相関を示し，内潜的な回避行
動と外顕的な回避行動の間に中程度の負の相関
が示されたことから，内潜的な回避行動は，ス
ピーチパフォーマンスの低下とは関連のない機
能を持っていた可能性が考えられる。つまり，
内潜的な回避行動は，体験の回避が高い場合に
は，スピーチパフォーマンスの低下につながる
機能を持ち，体験の回避が低い場合には，ス
ピーチパフォーマンスの低下とは関連のない，
おそらく回避とは異なる機能を持つ可能性が示
唆されたといえる。
今後の展望
　本研究では，スピーチ場面におけるパフォー
マンスの低下には体験の回避の程度が影響して
おり，体験の回避と共通する機能を持つ場合に
は，内潜的な回避行動および外顕的な回避行動
がスピーチパフォーマンスの低下につながる可
能性が示唆された。しかし，本実験では人数が
十分ではなかったこともあり，有意な結果がほ
とんど得られなかった。今後は本実験で見られ
た関連について，参加人数を増やして再検討す
ることが望まれる。さらに，体験の回避が低い
場合においては，内潜的・外顕的な回避行動は
異なる機能を持つ可能性が示唆されたが，その
具体的な内容については，十分な結論を得られ
なかった。このことから，体験の回避，および
内潜的・外顕的な回避行動を測定する尺度につ
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いて，今後さらに検討することが必要である。
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A study of speech performance degradation caused by social 
anxiety trend
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Abstract

　In this study on social anxiety disorder (SAD), the relationship between experiential 
avoidance, external avoidance behavior, and internal avoidance behavior was examined. 
Moreover, we investigated how these behaviors affect the speech performance degradation. 
A sample of 26 university students with social anxiety trend was selected, and the association 
between each measure was examined. It was found that where experiential avoidance is high, 
external and internal avoidance behavior is likely to lead to a reduction in speech performance. 
Conversely, where the experiential avoidance is low, it is possible that external and internal 
avoidance behavior does not necessarily lead to a reduction in speech performance. In this study, 
the less number of people did not produce significant results because there was insufficient 
data. However, future studies should reconsider the relationships observed in this experiment by 
increasing the number of participants.

Key words:  social anxiety disorder, experiential avoidance, avoidance behavior, speech 
performance 
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